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にあたり、広報部より誌面の関係上原稿について執筆者との協議を通じて、内容の変更 

をお願いすることがあります。 
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『平成 24年を振り返り』 

 

理事 三宮克彦（熊本機能病院）  

 

新年あけましておめでとうございます。平成 25年巳の年を健やかにお迎えのことと思います。 

平成24年はどのような年だったでしょうか？。私なりに振り返りますと、平成23年3月11日の東

日本大震災からの復興を思いながらのスタートでございました。5 月には国内の原子力発電所がすべ

て停止し、国全体で省エネ・クールビズが推奨された一方、熱中症に倒れる高齢者の増加がトピック

スになりました。5 月、世界一の高さの鉄塔「東京スカイツリー」が開業、その後ロンドンオリンピ

ックとパラリンピックで日本選手の活躍が日本全体に勢いをつけました。国際的には、TPP 問題で国

が二分し、竹島問題、尖閣諸島国有化、オスプレイ配備等で関連国家との摩擦が強まりました。これ

らのことも関連してか、11月には衆議院解散、総選挙が行われました。また同じ時期に、医療・福祉

関係者はノロウィルスに震撼させられました。熊本では 4月 1日、政令都市に移行した熊本市の活性

化の機運が高まる中、7月12日の九州北部豪雨は白川水系や菊池川水系の河川が氾濫し、熊本県内だ

けでも死者23名、行方不明者2名と甚大な被害をもたらしました。列挙するとこの一年間でも様々な

ことがあり書ききれませんが、これらは今後の医療に少なからず影響を与えるというのは考えすぎで

しょうか？ 。 

4 月の診療報酬・介護報酬の同時改定は、限られた財源から重点項目が中心となり、必要と思われ

るすべての分野に予算が分配されたとは言い難いかもしれません。しかし、2025年に向かってこの国

は高齢者の増加と生産人口の減少が進んでおり、国民全体のパラダイムシフトが要求されているとも

思います。このような中、来る 4月 1日には私たち熊本県理学療法士協会は、一般社団法人から公益

社団法人へ移行いたします。私たち熊本県理学療法士協会は理学療法を通して、これまで以上に関連

医療職の皆様との連携を密に県民の皆様の健康生活に広く尽力させていただく所存です。これからも

ご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。 

【理学療法士の皆様へ】 

理学療法士及び作業療法士法が制定されたのは昭和 40年、今年と同じ干支の年です。次の巳年は職

種として還暦の年、奇しくもこの年は現在医療・福祉業界で課題としてあげられている2025年になり

ます。今一度日本の医療における理学療法士の役割と課題を見据え、関連職種の皆様のご協力をいた

だきながら社会のために努力してまいりましょう。何が正しいかは誰もわかりません。しかし、先輩

たちが築いてきた日本の医療・保健・福祉やリハビリテーションがその時々の情勢に合わせ変化して

きたことは確かです。「運命は私たちが作るものである。今からでも遅くない。いまをどう生きるかで

未来が決まる。」インドの独立の父として知られるマハトマ・ガンディーの言葉です。このスローガン

に同調した人たちの努力の積み重ねが現在のインドの経済成長を支えています。我々もいまを大事に、

そして将来を見据え、何ができるのか、何をすべきかを考え行動しましょう。 



 

平成24年度第８回理事会議事録（要約版） 

日時：平成24年10月10日(水)19：10～20：35 

場所：熊本総合医療リハビリテ－ション学院 

出席者： 

(理事)北里･大島･坂崎･飯星･大脇･川上･ 

   佐藤･田島･野間･増田･光本 

(監事)寺川 

(事務局員)山内  (事務職員)石黒･前田 

欠席者： 

(理事)前田･三宮･筒井･野津原 

(監事)中島     (相談役)森重 

(事務局員)山本･福島･久米野･坂本 

書記：杉本･山口(熊本セントラル病院) 

 

１．報告事項 

１）特別委員会報告 

◇公益法人対策特別委員会 

(坂崎)特に報告事項はない。 

◇情報共有推進化特別委員会 

１）公益法人化に伴うホームページ刷新には、組織

改編は11月までに確定が必要である。 

２）組織変更に伴うシステム変更以外に部・委員会

からのシステムについての要望を受け付ける。 

(田島)2013年4月1日までに改変を行うこととし、

2012年11月には新組織図をある程度完成させて頂

きたい。要望と変更点をもとに、再構築を進める。 

◇訪問リハ対策特別委員会 

(大脇)訪問リハ実務者研修会は9月23日をもって全

て終了。10月22日に訪問リハ協議会を開催予定。 

(増田)第39回市民公開講座のシンポジウムが、9月

29日(土)に開催、約200名の参加。 

◇渉外活動推進特別委員会 

(坂崎)第2回の熊本城マラソンへのボランティア参

加について大会事務局との調整。 

◇組織検討特別委員会 

(会長)9月24日に分野別小委員会との会議を開催。 

 

２）連携学会について      【野間理事】 

 第6回連携学会は3月2日に決定。鶴屋ホールカー

ネーションホール(200名)。居宅支援連携部会の分

科会の責任者に当協会が選出された。 

 

３）平成24年度｢熊日・スミセイさわやか介護セミ

ナー｣について          【光本理事】 

 日時：平成24年12月1日(土)13：30～16：00 

  

場所：熊日会館   内容：調整中 

 

４）平成24年度事業計画等の修正・変更について 

○糖尿病小委員会研修会 

【変更前】テーマ：調整中 

【変更後】テーマ： 

｢あなたならどう診・見ますか？ 

          ～糖尿病患者の理学療法～｣ 

○第2回新人研修会 

【変更前】 

 講 師：森重康彦、前田比呂志、他調整中 

 テーマ：｢統計方法論｣ 

     ｢症例報告・発表の仕方｣ 

     ｢社会の中の理学療法(政策含む)｣ 

     ｢生涯学習と理学療法の専門領域｣ 

     ｢理学療法の研究方法論(EBPT含む)｣ 

【変更後】 

 講 師：筒井宏益、佐藤亮、大脇 秀一、 

     前田比呂志、田島徹朗、飯星雅朗 

 テーマ：｢一次救命処置と基本処置｣ 

     ｢クリニカルリーズニング｣ 

     ｢生涯学習と理学療法の専門領域｣ 

     ｢理学療法の研究方法論｣ 

     ｢統計方法｣｢症例検討・発表の仕方｣ 

○第7回臨床実習教育研修会 

【変更前】期 日：平成25年1月6日･20日･27日 

【変更後】期 日：平成25年2月3日(日) 

○第44回市民公開講座 

【変更前】 

 場 所：熊本総合医療リハビリテーション学院 

 テーマ：｢使える福祉用具～トランスファー～｣ 

【変更後】 

 場 所：(株)くますま 

 テーマ：｢使える福祉用具の理論と体験講座 

      ～ベッド周辺から移乗、車いす～｣ 

(会長)第44回市民公開講座に関しては、12月2日に

開催予定。 

  

５）その他報告事項 

(会長)全国都道府県理学療法士会会長会議報告。1

点目は、理学療法のエビデンス構築や職務の裏付け

のためのデータベース構築および有効活用につい

て。2点目は、新人教育プログラムに関する標準テ

キストの弾力的な運用について。3点目は、将来的

な給与の維持・向上に関する制約に関して。4点目



は、新人の入会金が来年度からも半額が日本理学療

法士協会へ、残りの半額は都道府県士会へ入るとい

うこと。 

 

２．協議事項 

１）上半期事業監査日程の調整について 

                 【事務局】 

10/30(火)以降で両監事と調整。 

 

２）連携学会の居宅支援連携部会のテーマ及び講師

について             【野間理事】 

 連携学会の居宅支援連携部会のテーマと講師を

次回の企画委員会(12/7)までに決める必要性あり。

当部会は、地域包括ケアシステムをテーマとする。

80分の制限時間を藤川氏(医師会)とパネリストと

のディスカッションを考えているが、よろしければ

交渉に入りたい。 

(会長)次回理事会までにテーマや人選を含め案を

提出、その内容をもって議論する。 

 

３）健康増進月間(9/1～9/30)における健康づくり

のための取組について       【事務局】 

 ※回答〆切：10/17(水) 

(坂崎)日本理学療法士協会から平成24年度の健康

増進月間について報告依頼であるが、担当者の意見

も聞いたが今年度は報告事項はなしとする。 

 

４）復職支援事業アンケートについて【厚生部】 

 復職支援事業についてのアンケートを作成した。

会員を対象に実施予定。(自宅会員は送付、その他

会員はホームページ上で) 

(光本)今年度は復職支援事業に関するアンケート

を、離職した方で自宅会員へ送付することを検討し

ていた。 

(光本)厚生部内での検討として、復職支援事業を医

療機関や施設で実習や研修という形を設けたいと

の意見も挙がった。 

(佐藤)研修会の案内を行なう等で対応をしていき

たい。こういった事業であればすぐに展開を始める

ことができるのではないかと考えられるので、この

ようなアンケート内容とした。 

(会長)これは復職支援事業を開始する前段階とし

て、どの情報が欲しいのか調査をして、復職支援事

業の内容を固めていく目的で行なっていく。この内

容でアンケートを行うということで了承をしたい。

その他に気づく点などがあった場合には、今週中に

光本理事へ報告をするように。 

 

５）新人懇親会についての企画案とその予算につい

て（第7回理事会継続審議）       【厚生部】

(光本)懇親会の参加費に関して予算での補助はし

ない方向。 

(会長)前回の理事会で懇親会だけの実施ではいけ

ないのではないかと監事から指摘。第一回目の新人

研修会として研修を行なってそのあとに懇親会を

やる形で検討。内容は、｢協会の組織と新人教育シ

ステム｣｢熊本県理学療法士協会および日本理学療

法士協会の組織の構成とその関係｣｢県の連盟と全

国協会の連盟との関係｣｢当該年度の事業計画｣など

の説明を行う。加えて各部の紹介と勧誘を行う。時

間としては、3時間～3時間半程度を予定。その後任

意の参加ということで懇親会を行うという形にし

たいと考えている。 

 

○特定保健指導における保健師への指導について

（第7回理事会継続審議）      【増田理事】 

 ※次回以降検討 

(増田)十分な内容を検討していないため次回以降

内容をそろえて報告する。 

 

○広報誌「かくどけい」のリニューアルについて（第

4回理事会継続審議）        【佐藤理事】 

 ※次年度検討 

(会長)現在、かくどけいは一般会員向けへの広報誌

として、平成26年度以降は会員向けではなく一般向

けとして行っていく。それについての検討は来年度

から行っていく。 

(坂崎)この二つの規程(広報誌｢かくどけい｣投稿規

程、ホームページ投稿規程)は本日の日付をもって

改定されたということでよいか。 

(会長)それでよい。 

 

３）その他 

(田島)ホームページの改訂に関して予算枠を提出

するにあたり通常の年度予算で提出するのであれ

ば12月中までに組織の方向性を決めて頂かなけれ

ば予算を提出できない。特別予算枠として別途で計

上するという事であればそれでも可能かと思うが

最終的にどちらで検討すればいいか。 

(会長)一応特別予算を組むという事で。 

 

(坂崎)会費未納のリストを入れているので確認い

ただきたい。 

(会長)是非周囲に声かけをお願いする。 

 

以上、閉会。 



 

 

 

あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろ

しくお願い致します。 

皆様は年始にあたりどのような抱負を掲げられたで

しょうか。私は体調管理に務め心身ともに健康で一年を

過ごすことと「第 2回熊本城マラソン」の完走を誓いま

した。 

さて、昨年 12 月を持ちまして今年度の学術部の事業

はすべて終了いたしました。今年度は例年になく多くの

方々に申し込みをいただき、キャンセル待ちも発生する

など皆様の多大な関心が寄せられました。残念ながら受

講に漏れてしまった会員の方も多くおられたと思われま

す。次年度は出来るだけ公平に多くの会員が参加の機会

を持てるように検討してまいりますので、引き続き研修

会へのご協力を宜しくお願い致します。 

≪活動報告≫ 

『第 3回学術研修会』終了 

テーマ：「関節機能解剖と肩関節障害」 

講 師：林 典雄 先生(中部学院大学 

 リハビリテーション学部 理学療法学科) 

日 時：平成 24年 11月 24日(土)～25日(日) 

会 場：九州中央リハビリテーション学院 

運動療法室 

参加者：37名(会員 36名、会員外 OT1名) 

所 感：今回開催された平成 24 年度第 3 回学術研修

会は、運動器超音波解剖、運動療法技術等、整形外科

領域で著名な林典雄先生をお招きし、『関節機能解剖

と肩関節障害』と題して、肩関節に焦点を絞り、臨床

で実践可能な内容を中心にご講義頂きました。本研修

会は、肩関節を司る筋肉や靭帯、関節包や神経等、よ

り深部までの組織を林先生の説明に加え、超音波動画

と併せて講義して頂きました。その都度、実技を交え

て分かりやすくご講義頂きました。今まで、紙面や標

本でしか見ることが出来なかった関節の動きや筋肉

を超音波でより詳しく見ることにより正しい関節運

動の方法を学ぶことが出来ました。受講生のアンケー

トからも「明日から臨床で活かせる内容だった」「患

者様で悩んでいた事のヒントになった」など満足のい

く研修だったと思います。本講習会における内容は、

現場で即実践できる技術ばかりであったため、本受講

者がここで学んだ技術を今後の臨床で活用されるこ

とを切に願います。 

(報告者：介護老人保健施設リバーサイド御薬園 

津田英男) 

学 術 部    部長 今屋 将美 



平成24年度は皆様のご協力のおかげで有意な活動

ができました。平成 25年度の事業予定も骨子が決ま

っております。次年度も変わらず会員皆様の積極的

なご参加を心よりお待ちいたしております。 

 

 

 

 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

7月 11日～14日にかけて起こった九州北部豪雨では、

県内でも阿蘇市を中心に多くの方々が被災されました。

心からお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興

を心よりお祈り申し上げます。 

教育部 部員一同 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

教育部の前田です。少し遅くなりましたが、明けまし

ておめでとうございます。昨年中は大変お世話になりま

した。本年も変わらずよろしくお願い申し上げます。 

さて、教育部では、来年度に向けて、事業計画・予算

(案)を策定中です。生涯学習システム改変に伴う事業の

大幅な見直しを行っております。出来る限り協会ホーム

ページを通じて情報発信をしてまいりますので、ログイ

ン ID の登録、ならびに公益社団法人日本理学療法士協

会(以下：JPTA)のマイページ登録をよろしくお願い致し

ます。 

☆各班の活動です 

◎卒後教育班：各ブロック・地区での卒後教育研修会（初

級編・中級編）は、皆様のご協力の下、今年度の予定事

業が終了いたしました。卒後教育班では、来年度事業を

大きく見直す予定にしております。魅力ある研修会を提

案してまいりますので、是非ご参加下さい。また、ご意

見・ご要望がありましたら、今後の参考にいたしますの

で、ぜひ協会ホームページのお問い合わせフォーム、も

しくは教育部長のE-Mailアドレスへご意見をお寄せ下さ

い。 

皆様ご存知の通り、今年度から JPTA 生涯学習システ

ムが変更になりました。それに伴い、教育部では生涯学

習部と協議をしながら卒後教育研修会等のシステムを検

討しております。皆様には様々な面でご不便をお掛けし

ますが、ご理解のほどよろしくお願い致します。 

◎臨床実習教育班：通算 7回目の研修会が 2月 3日(日)

に迫りました。例年通り、星城大学の大川裕行教授をお

招きし、臨床実習教育の基礎研修会と「熊本県版スーパ

ーバイザーの手引き」の読み合わせ会及び意見交換会を

開催する予定です。募集期間が終了しましたが、大変多

くの皆様にお申込いただきました。当日もきっと良い学

びになると思います。来年度の臨床実習教育班は、少し

事業をスリム化し、いよいよ臨床教育者の育成プログラ

ムに向けた準備を始めます。こちらも大切な事業となる

と思いますので、ご意見やご要望などいただけますと幸

いです。 

さて！「熊本県版スーパーバイザーの手引き」はもう

お読みいただきましたか？各施設 1部の配布ですが、PDF

に て 熊 本 県 理 学 療 法 士 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.kumamoto-pt.org/)よりダウンロードでき

ますのでぜひご一読いただき、臨床実習教育の参考にし

ていただければと思っております。ご意見もどしどしお

寄せ下さい。皆様の力でこの手引きを育てていきましょ

う。 

◎管理･運営教育班：管理者教育カリキュラム(第 1ステ

ージ)が 12月 21日(金)を持って修了し、16名の修了者

を輩出する事が出来ました。QCサークル九州支部の西田

良生先生から「問題解決(QC手法)」について演習を中心

に皆で考え、結果を出すというプロセスを学んでいただ

きました。ご協力頂きました全ての皆様、ならびに受講

いただいた第 3期生の皆様に心から感謝申し上げます。

次年度以降は、JPTA委託事業として申請予定にしており

ます。広く全国に知ってもらう事で、管理者育成の重要

性を知っていただければと思っております。 

もちろん第 2ステージについても検討中です。皆様から

も、ぜひ受講したいという項目等ございましたら、どし

どしご意見下さい。 

教 育 部    部長 前田 英児 

http://www.kumamoto-pt.org/


☆教育部のビジョンは．．． 

 現状における臨床実習教育の課題を抽出し、標準的

指導指針を模索する。そのテキストとして、日本理

学療法士協会発行の臨床実習の手引き(第5版)を用

い、養成校、臨床実習施設の共通目標を確認する。 

 理学療法士としての専門的知識や技術の重要性も

さることながら、卒前教育の限界と卒後教育での課

題と思われる基礎的な項目の習得の一助となる教

育システムの構築を行う。 

 上記内容を把握し、人材(財)育成、組織的管理ので

きる管理者を育成し、理学療法士の職域拡大や就労

後の教育レベルの向上を図る。 

 

教育部に対するご意見・ご要望等ございましたら、 

私(前田)rptmaeda@yahoo.co.jpまでご連絡下さい。 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。 

早いもので、『平成 24年度 協会会員表彰』の候補者

推薦の時期になりました。協会表彰規定により、『りんど

う賞』：本会の活動において、著しく貢献したと認められ

る者（協会としては比較的若い会員を該当者としており、

新人賞的な位置づけをしております）に該当する会員の

方を、ご推薦下さるようお願い致します。昨年は、1 名

の先生方が受賞されております。後日、各部部長・各委

員会委員長および各ブロック長の方々には、「りんどう賞

候補者推薦依頼文」ならびに「推薦書」をお送り致しま

す。1人でも多くの方の推薦をよろしくお願い致します。 

表彰は、5月に開催予定の『平成 25年度第 1回 熊本

県理学療法士協会総会』におきまして、行われますので、

本年 4月末日までに、ご推薦下さるようお願い致します。 

また、平成 24 年度新入会会員の方々を対象に『平成

24 年度入会会員の表彰に関するデータ入力」の案内を、

11月 26日発刊「かくどけい 106号」に掲載しておりま

す。本年度中の入力を是非お願い致します。 

 

＜候補者推薦ならびに入力に関する問い合せ先＞ 

〒869-0532 宇城市松橋町久具 691 

宇城総合病院 リハビリテーション部 

℡：0964-32-3111(内線：695) 

E-mail：ukisogo-rehashien@reimeiki.jp 

担当：山下 智弘 

 

 

 

 

・新人教育プログラム修了処理について 

新人教育プログラムの履修状況は全国協会のホームペー

ジのマイページ上で一元管理されています。 

15単位の新人教育プログラム修了要件を満たすと、年度

の途中であっても新人教育プログラムの修了申請をする

ことができます。会員個人によってマイページ上より新

人教育プログラムの修了申請がされると、全国協会より

修了証が発行され、会員個人宛に送付されます。その後

は専門領域研究部会への登録が義務づけられていますの

で、新人教育プログラムが修了された方は専門領域研究

部会への登録をお願い致します。 

 

・新人教育プログラム未修了者について 

2011 年以前の新人教育プログラムでは、会員歴 11 年目

以降で、新人教育プログラム未修了者は、「必須教育プロ

グラム」の対象となっていました。この「必須教育プロ

グラム」は平成24年3月31日をもって廃止されました。

これに伴い、2002年度以降の入会者が取得した単位は失

効せず、15 単位の新テーマに自動的に移行しています。

なお 2001年度以前の入会者で、過去に新人教育プログラ

ム未修者で会員歴 10 年を超えたことにより失効した単

位については、復活しませんのでご了承ください。 

 

・研修会を受講する際は必ず会員カードをご持参下さい 

今年度からシステムの一元管理により単位認定する際は

会員番号等の情報が必要になります。 

※今後、研修会を受ける際は必ず会員カードをご持参下

さい。 

表彰審査委員会 委員長 山下 智弘 

生涯学習部     部長 南野 大佑 

mailto:私前田rptmaeda@yahoo.co.jp
mailto:rptmaeda@yahoo.co.jp
mailto:ukisogo-rehashien@reimeiki.jp
mailto:rptmaeda@yahoo.co.jp%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%94%E9%80%A3%E7%B5%A1%E4%B8%8B%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82


メールアドレスは…  kpta.lld@gmail.com 

緊急の場合は… 

  部長：南野大佑 (所属：熊本セントラル病院) 

        

 

 

 

 

 

 

・お問い合わせに関して 

ご質問は随時受け付けておりますが、出来るだけメール

にてお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『第44回市民公開講座開催報告』 

 

 平成24年12月2日に株式会社くますまを会場として、

第 44回市民公開講座「使える福祉用具の理論と体験講座

～ベッド周囲から移乗、車いす～」を開催しました。講

師に株式会社くますまの代表取締役である理学療法士の

河添竜志郎先生を迎え、看護師、介護職、理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士など 34名の医療従事者が参加さ

れました。 

 福祉用具を利用したトランスファーやその他の身体介

護、車椅子・クッションの種類など、実技を中心に行な

われました。講義内容は基本的な身体介護のしくみやそ

の応用などを話して頂いたため、職種を問わずためにな

るものばかりでした。また、実技は 1グループ 6～7名か

ら構成された 5グループに分かれ、くますまのスタッフ、

学術事業部員がつき、講義内容の実践や福祉用具の紹介

などを行いました。 

 福祉用具をうまく活用することで、介助者の介護負担

の軽減にもつながり、動作も円滑に遂行出来るため受講

者にとって有意義な講義内容であったと思います。ぜひ、

臨床の現場に活かして頂きたいと思います。 

 

 

 

 

・熊本県理学療法士協会・熊本県理学療法士連盟 

共催 特別講演会開催 

テーマ ：「理学療法の未来を創る」 

講 師 ：(公社)日本理学療法士協会  

半田一登 会長 

日時会場： 

①平成 25年 1月22日(火)19:00～20:30 

熊本総合医療リハビリテーション学院 定員 200名 

②平成 25年 1月23日(水)19:00～20:30 

 宇城総合病院            定員100名 

・第 2回熊本城マラソンボランティア支援 

  平成 25年 2月 17日開催の第 2回熊本城マラソ

ンボランティア支援を行う事とした。平田町の中断所

(35 ㎞地点)にテントを設営、マッサージやストレッチ

等を行いゴールを目指すランナー達の「もう一頑張

り！」を支援。 

学術事業部    部長 岩田 輝彦 

渉 外 部    部長 坂崎 浩一 

mailto:kpta.lld@gmail.com


 

 

 

今回の活動内容について報告させていただきます。 

＜平成 24年11月 28日＞ 

事務局より平成 25年度事業計画(案)・予算(案)の確認メ

ール受領 

＜平成 24年11月 29日＞ 

平成 25年度事業計画(案)・予算(案)の一部修正分確認と

了承をメール返信 

＜平成 24年12月 5日＞ 

第 3回部長会議出席。「かくどけい」等の規程見直しに関

する答申終了の報告。 

＜平成 24年 1月 9日＞ 

拡大理事会出席。現状報告。        以上 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜し

くお願いいたします。 

新年を迎え、心新たに仕事にプライベートに取り組ま

れていることと思います。 

さて、今年度も残り 3ヶ月となり、法人事業審議委員

会も残り 2回の会議開催を予定しております。日本理学

療法士協会の理事会資料を中心に出来る限りの情報を取

り、会議で報告して行きたいと思います。 

我々が所属する日本理学療法士協会の動向として、地

域包括ケアシステムへの取り組み、訪問リハステーショ

ン、生涯学習システムの見直し、戦略的広報、包括的管

理システム…等々、重要案件が山積している状況下、“闘

える組織化”を進めてあります。今年度より公益社団法

人となり、さらに国民利益への責務を担うこととなりま

す。 

我が熊本県理学療法士協会も同様に、来年 4月から公

益法人となることが決まっております。会長並びに担当

理事の先生方、各部長･委員長、各会員の努力の賜物だと

思います。 

当協会が努力して取得した“公益法人”、皆さんはどのよ

うに捉えていますか？ 

今年も宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。 

昨年は事業部の活動へご協力いただきましてありが

とうございました。今年は公益社団法人へと移行する年

でもありますので、事業部でも事業内容の見直しを行い

講演会スタイルのくまもと「PT あ！(ピタ)」っと健康

講座から新たなスタイルへ変更しようと計画を立ててお

ります。今まで以上に我々の活動をアピールしていける

よう取り組んでまいりますのでご協力賜ります様お願い

申し上げます。 

 

 

 

 

平成 24年 11月と 12月は、活動や会議はありません。 

ユニホームの貸し出し 

平成 24年 11月 24日(土)・25日(日) 

平成 24年度第 3回学術研修会にて 

 

 

 

 

新年､明けましておめでとうございます。会員の皆様

に置かれましてはご健勝のことと思います。 

さて､本年度も残すところわずかになりましたが平成 24

年度の調査部最後の事業として熊本県理学療法士学会の

アンケート調査を実施いたします。当日､参加される皆様

には､ご協力をお願い申し上げます。 

事 業 部    部長 保田 佳史 

規約審議委員会  委員長 溝田 康司  

法人事業審議委員会  委員長 大籠安男  

調査資料部    部長 岸本 稔 

宣 伝 部     部長 草野 隆夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 

 
 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動による認知症予防・改善 
～認知症改善に対する新たな知見～ 

 【講習会内容】 

 ■アルツハイマー病の概要 

 ■認知機能の評価方法 

 ■運動と認知機能との関係 

 ■認知症予防のための運動とそのエビデンス 

 

                     記 

開催日：平成25 年2 月3 日(日)  

10：00～15：30 

会 場：九州中央リハビリテーション学院 

講 師：国立長寿医療研究センター  

    老年学・社会科学研究センター  

       自立支援開発研究部  

自立支援システム開発室 

    室長 島田裕之先生 

定 員：150 名 

参加費：7,500 円 

 
【 参加申し込み・問い合わせ 】 

SENSTYLE 

http://www.senstyler.com/ 

ハート先生の心電図セミナー 

初級特別編 
【講習会内容】 

・12 誘導心電図の意味 

・血圧と脈拍、心拍の基本的関係 

・心筋梗塞や狭心症を心電図で評価する基本 

・心房細動と心不全 

・橈骨拍動や心音聴診で不整脈を判断する方法 

・危険性の高い不整脈を知る 

・ペースメーカー心電図の基本的な見方 

・心室肥大やカリウム値と心電図の関係も理解する 

 

                     記 

開催日：平成25 年2 月26 日(火)  

10：00～16：00 

会 場：熊本県立劇場 B1F 大会議室 

講 師：心臓病看護教育研究会 会長 

    医学博士 市田 聡先生 

参加費：10,000 円 

【 参加申し込み・問い合わせ 】 

主 催：医学同人社 
連絡先  

https://www.igakudoujin.com/reservations 

学会・研修会のお知らせ   公益信託 玉井記念整形外科学研究助成基金 

 

 平成 25年度 募集要項  

 

 

【申請書の提出先・問い合わせ先】 

〒105-8574  

東京都港区芝3-33-1 

三井住友信託銀行 リテール受託業務部 公益信託第一チーム 

玉井記念整形外科学研究助成基金 申請口 

TEL：03-5232-8908(受付：平日 9時～17時)  

FAX：03-5232-8919 

 

1. 趣旨と目的 

国民の生命の維持と健康の増進にとって重要である医学

の研究を助成するため、主として熊本県内の大学、研究機

関又は病院における整形外科学及びリハビリテーション

医学に関する基礎的､臨床的研究を助成するために公益信

託を設定し、これにより研究者の育成と医学の振興に寄与

することを目的とします。 
 

2．助成内容  
研究助成 

整形外科学及びリハビリテーション医学に関する基礎的､

臨床的研究で有望かつ優秀と認められるもの。 

交流助成 

・国内交流 学会シンポジウム等の開催又はこれらへの参

加、受け入れなど。 

・国際交流  海外出張､外国人研究者来訪交流など。 

その他の助成 

論文の印刷、翻訳、出版などに係る費用の援助。 
 

3．助成対象 

原則として次のものに所属している研究者又はそのグル

ープ。（但し、優れた研究を行なっている者として運営委

員会が認めたときは所属を問わない） 

◇熊本県内の大学又はこれに付属する研究機関。 

◇熊本県内の研究機関又は病院であって、国、地方公共団

体、民法 34条により設立された法人又は法律により直

接設立された法人に付属するもの（個人病院を除く）。 
 

4．助成金額 

上記「2.助成内容」に対する助成金は、1件当たり、25万

円～100万円とし、運営委員会で決定する。 
 

5．選考と決定 
運営委員会の審査選考に基づき決定する。 

 

6．申込み方法 

所定の助成申請書により申込む。 
 

7．申込み締切り 

平成 25年 4月 30日（火）(当日消印有効) 
 

8．選考及び通知 
募集締切り後に開催する本基金運営委員会において選考

決定の上、平成25年 6月頃にその結果をお知らせします。 
 

9．助成金の交付 

助成決定後すみやかに交付。 
 

10．報告の義務 

「助成金使用報告書」の提出を求める。 

 

 

http://www.senstyler.com/
https://www.igakudoujin.com/reservations


 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

県 北 ブロック       菅 原  大 志  

秋 は 行 楽 の シ ー ズ ン 。 県 北 で も い く つ

か の 地 区 で イ ベ ン ト が 行 わ れ ま し た 。 菊

池 で は 菊 人 形 で 有 名 な 菊 ま つ り 、 玉 名 で

は 重 さ 1t の 大 俵 を 転 が す 大 俵 祭 り 、山 鹿

で は 前 号 で も お 知 ら せ し ま し た さ く ら 湯

の 開 湯 な ど 、多 く の 人 出 で 賑 わ い ま し た 。 
私 の 勤 務 し て い る 職 場 で も 、 利 用 者 さ ん

た ち の 野 外 活 動 と し て 、 菊 池 へ 菊 人 形 見

物 に 行 っ て き ま し た 。 私 は 残 念 な が ら 同

行 出 来 ま せ ん で し た が 、 イ ベ ン ト の 際 な

ど に 、 利 用 者 さ ん の 普 段 で は 見 ら れ な い

生 き い き と し た 表 情 や 動 作 に 驚 く こ と が

多 々 あ り ま す 。 生 き が い や 楽 し み を 持 つ

こ と は 、 ひ と の 動 き を こ れ ほ ど 変 え る も

の な の で す ね 。改 め て ｢何 を 目 指 し て 理 学

療 法 を す る の か ？ 」｢ど う や っ て 意 欲 を 引

き 出 し 高 め る の か ？ ｣の ヒ ン ト を 見 た よ

う に 感 じ ま す 。  
さ て 、 ブ ロ ッ ク 活 動 の ご 報 告 で す が 、

12 月 2 日 (日 )、山 鹿 中 央 病 院 に て 、卒 後

教 育 研 修 会 を 開 催 い た し ま し た 。 午 前 は

｢ラ ポ ー ル 形 成 ｣、午 後 は ｢全 人 間 的 ア プ ロ

ー チ ｣の 同 日 開 催 し て お り ま す 。参 加 者 は

そ れ ぞ れ 「 ラ ポ ー ル 形 成 」 22 名 、 ｢全 人

間 的 ア プ ロ ー チ ｣16 名 で し た 。｢ラ ポ ー ル

形 成 ｣は 山 鹿 中 央 病 院 の 平 野 和 也 先 生 と

菊 池 訪 問 看 護 ｽﾃｰｼｮﾝさ く ら の 澤 村 一 豊 先

生 、 ｢全 人 間 的 ア プ ロ ー チ ｣は 有 明 成 仁 病

院 の 大 籠 安 男 先 生 と 酒 見 亮 先 生 に ご 担 当

頂 き 、 大 変 円 滑 に 研 修 を 進 め て 頂 き ま し

た 。 ど ち ら も グ ル ー プ ワ ー ク 形 式 主 体 の

研 修 会 で す の で 、 ど の テ ー ブ ル で も 参 加

者 の 間 で 活 発 な 意 見 交 換 が 行 わ れ 、 有 意

義 な 研 修 に な っ た こ と と 思 い ま す 。ま た 、

前 回 の 研 修 で も ご 一 緒 に な っ た 先 生 方 同

士 の 交 流 も 見 ら れ 、 そ の 意 味 で も 大 変 意

義 深 い 研 修 と な っ た の で は な い か と 思 い

ま す 。  
快 く 会 場 を お 貸 し 頂 い た 山 鹿 中 央 病 院 様 、

並 び に 講 師 の 先 生 方 、 及 び 運 営 に 関 し て

多 く の 先 生 方 か ら の ご 助 力 を 賜 り 、 無 事

に 本 年 度 の 卒 後 研 修 会 全 て の 日 程 を 終 了

す る こ と が 出 来 ま し た 。 こ の 場 を お 借 り

し て お 礼 申 し 上 げ た い と 思 い ま す 。 あ り

が と う ご ざ い ま し た 。  
平 成 24 年 度 の ブ ロ ッ ク 事 業 計 画 と し ま

し て は 、 主 だ っ た も の は 今 回 の 研 修 会 で

最 期 と な り ま す 。 今 後 は 新 年 度 に 向 け て

の 準 備 を 徐 々 に 進 め て い き た い と 思 い ま

す 。  
寒 さ も 厳 し く な っ て き ま し た 。 皆 様 風

邪 な ど ひ か れ ま せ ん よ う 、 ど う ぞ ご 自 愛

下 さ い 。  

県 南 ブロック       藤 井  崇 浩  

新 年 、 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま

す 。一 年 の 計 は 元 旦 に あ り と 申 し ま す が 、

新 年 を 迎 え て 新 た な 気 持 ち で 仕 事 を 始 め

て い ら っ し ゃ る 方 も 多 い こ と と 存 じ ま す 。 

目 標 を 設 定 し て そ れ に 邁 進 し て い け

れ ば い い の で し ょ う が 、 な か な か 成 長 し

て い る 実 感 が な か っ た り 、 あ る い は 目 標

そ の も の が 漠 然 と し て い て 、 ど の よ う に

設 定 す れ ば い い の か 不 明 確 な 場 合 が あ り

ま す 。 そ れ に 関 し て 、 朝 日 新 聞 に 興 味 深

い 記 事 が 載 っ て い た の で 紹 介 い た し ま す 。 

現 在 、 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ ヤ ン キ ー ス に 所

属 し て い る 黒 田 博 樹 投 手 。 彼 は 広 島 東 洋

カ ー プ で 103 勝 を 挙 げ て メ ジ ャ ー リ ー グ

に 移 籍 し た の で す が 、 大 阪 の 強 豪 ・ 上 宮

高 校 時 代 は 控 え 投 手 で 、 周 囲 の レ ベ ル の

高 さ に ｢来 る と こ ろ を 間 違 っ た ｣と 思 っ た

そ う で す 。 大 学 に 進 学 す る と 、 小 林 幹 英

(後 の 広 島 東 洋 カ ー プ )投 手 の ダ イ ナ ミ ッ

ク な フ ォ ー ム を め ざ す こ と で 球 威 を 増 し 、

プ ロ 入 り 後 は 同 期 の 沢 崎 俊 和 投 手 を ラ イ



バ ル と 位 置 づ け 練 習 に 励 み ま し た 。 万 年

補 欠 の 高 校 球 児 が 、 な ぜ 世 界 最 高 の 舞 台

に の ぼ る こ と が で き た の か ？ 本 人 は 、｢最

初 か ら 大 リ ー グ と い う 夢 を 持 っ て い た ら

(中 略 )あ き ら め て い た 。 目 標 が 遠 す ぎ る

と 努 力 で き な い 。 僕 に と っ て は 、 身 近 な

と こ ろ に 目 標 が あ っ た 方 が や り や す か っ

た ｣と 語 っ て い ま す 。  

(朝 日 新 聞 GLOBE2012 年 12 月 16 日 よ り )  

同 じ 職 場 の 先 輩 や 同 期 、 あ る い は 身 近

な 人 を 目 標 に 追 い か け る 。 そ う す る こ と

で 、 一 つ ず つ 階 段 を 上 っ て い く と い う 成

長 の 仕 方 も あ る の で す 。 自 分 の 目 標 設 定

に 悩 ん で い る 方 は 、 参 考 に な さ っ て く だ

さ い 。  

さ て 、 県 南 ブ ロ ッ ク で は 昨 年 12 月 25 日

に 勉 強 会 を 開 催 致 し ま し た 。 く ま も と 芦

北 療 育 医 療 セ ン タ ー に て 、 九 州 看 護 福 祉

大 学 の 吉 田 勇 一 先 生 を お 招 き し 、 小 児 分

野 に お け る ｢背 臥 位 の 姿 勢 制 御 ｣を 中 心 に

学 び ま し た 。｢セ ラ ピ ス ト は す ぐ に 対 象 者

を 触 ろ う と す る が 、 そ の 前 に じ っ と 観 察

す る こ と も 大 事 ｣と の お 話 に 、す ぐ に 触 っ

て し ま い が ち に な る 私 は 反 省 さ せ ら れ ま

し た 。1 月 、2 月 に も 勉 強 会 を 開 催 致 し ま

す の で 、 会 員 の 皆 様 の 多 数 の ご 参 加 を お

願 い 致 し ま す 。  

八 代 ブロック       塚 島  靖 博  

明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 本 年

も よ ろ し く お 願 い い た し ま す  

年 末 年 始 は リ ハ ス タ ッ フ 交 代 で 勤 務

す る の で す が 29 日 31 日 1 日 に 出 勤 し ま

し た の で 正 月 気 分 が あ ま り 味 わ え ま せ ん

で し た 。 次 男 が 成 人 式 で し た の で 式 に 出

て み ま し た が 、 長 男 の 時 の よ う な ド 派 手

な 若 者 は 意 外 と 少 な く お と な し げ な 成 人

式 で し た 。  

 次 男 が リ ハ の 大 学 に 通 っ て い る の で す

が 迎 え に 行 っ た 時 に 車 の 中 で 筋 の 起 始 停

止 、 骨 指 標 等 質 問 し テ ス ト 勉 強 し な が ら

帰 っ た り 、 レ ポ ー ト も パ ー キ ン ソ ン 病 の

ス テ ー ジ に 応 じ た 指 導 内 容 な ど で し た の

で 、参 考 文 献 を 一 緒 に 探 し た り し ま し た 。

な ん か と て も う れ し か っ た で す ね ～ 。  

さ て 、 八 代 ブ ロ ッ ク の 活 動 と し て は 、 県

南 ブ ロ ッ ク と 共 同 開 催 で 、11 月 25 日  卒

後 研 修 会 全 人 間 的 ア プ ロ ー チ と 危 険 予 知

ト レ ー ニ ン グ を 八 代 総 合 病 院 で 開 催 し ま

し た 。 八 代 ブ ロ ッ ク か ら は 11 名 と 10 名

の 参 加 で 、 活 発 な 意 見 が 出 て い ま し た 。

ま た 、1 月 23 日 に は 日 本 理 学 療 法 士 協 会  

半 田 一 登 会 長 が 、 八 代 ・ 天 草 ・ 県 南 ブ ロ

ッ ク 対 象 に 講 演 会 が 開 催 さ れ ま す 。 昨 年

宇 賀 岳 病 院 か ら 新 築 移 転 し た 宇 城 総 合 病

院 で 開 催 さ れ ま す 。 若 い 理 学 療 法 士 の 先

生 方 に た く さ ん 来 て 頂 き た い で す ね 。  

天 草 ブロック       水 田  順 司  

新 年 明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま

す 。 本 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し

ま す 。 さ て 天 草 ブ ロ ッ ク か ら の 活 動 報 告

で す 。 11 月 30 日 に 天 草 初 の PT、 OT、 ST

で の 合 同 勉 強 会 を 開 催 し 、 各 協 会 よ り 2

名 ず つ 計 6 題 の 演 題 発 表 が あ り 、 平 日 の

勤 務 後 の 勉 強 会 で は あ り ま し た が 55 名

の 先 生 方 に 参 加 い た だ き ま し た 。 演 題 発

表 後 に は 演 者 毎 に ブ ー ス を 設 置 し 、 そ こ

で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い 、 他 職 種 と 有

意 義 な 意 見 交 換 が 行 う 事 が で き ま し た 。

今 後 は こ の 活 動 を さ ら に リ ハ 関 連 職 種 へ

と 広 め 、 天 草 地 域 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

発 展 の た め に 活 動 を 続 け て い き た い と 思

っ て お り ま す 。  
ブ ロ ッ ク 活 動 と し ま し て は 2 月 の 特 別

講 義 と 3 月 の 定 例 勉 強 会 で 全 日 程 が 終 了

い た し ま す 。 特 別 講 義 は 成 尾 整 形 外 科 病

院 の 城 内 若 菜 先 生 を 講 師 と し て お 呼 び し

て ｢骨 盤 帯 の 評 価 ｣に つ い て 講 義 を 行 っ て

い た だ き ま す 。 3 月 の 定 例 勉 強 会 は 3 年

目 の 先 生 方 に ｢ケ ー ス ス タ デ ィ ～ 関 節 可

動 域 制 限 に つ い て ～ ｣と 題 し 発 表 し て い

た だ き ま す 。 3 年 目 の 先 生 方 に は 今 年 度

の テ ー マ に て 勉 強 し た 内 容 を 含 め 発 表 を

よ ろ し く お 願 い た し ま す 。  

来 年 度 も 様 々 な 企 画 を た て 、 天 草 ブ ロ ッ

ク を 盛 り 上 げ て い き た い と 思 い ま す の で 、

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  



第17回熊本県理学療法士学会のお知らせ 

学会長挨拶 

The president's address 

メイン ポスター  ： 野尻 晋一 
（介護老人保健施設 清雅苑） 

学会長 鏑木 誠 （熊本保健科学大学） 

テーマ：「社会が理学療法士に期待すること」 

 事前に会員の皆様に実施した学会アンケートの情報を基に「臨
床」・「研究」・「教育」・「職能」の4つに着目しどのような方向に向か
うべきなのかを皆さんで考えたいと思います。 

テーマ：「学問としての 
       理学療法の未来像」 
  
  

 本協会で専門的な分野で活動している組織の活動内容をご紹
介させていただきます。会員や一般の皆様に、本協会の取り組
みや理学療法について知っていただけると幸いです。 

テーマ：「理学療法士が進むべき未来像」  県内外からさまざまな企業・勉強会・研修会などに出展していた
だきます。実際に見て、触って、体験してみてください。 

 休憩場所にもなっておりますので、お茶を飲みながらの語らい
の場にもご利用ください。 
  

 ＜展示内容＞ 

 福祉用具・機器、義肢・装具、活動内容紹介 他 

一般公開シンポジウム 
An open symposium 01 

Symposium for members  

協会会員シンポジウム 02 

分野別小委員会セミナー 活動報告 
Activity report 03 

指定演題公開セミナー 
Public seminar 04 

展 示 
An exhibition area 05 

熊本県看護協会  

道端 由美子氏（済生会熊本病院） 

熊本県地域リハビリテーション支援連絡協議会 

古閑  博明氏（熊本リハビリテーション病院 院長） 
 

熊本障害者スポーツ指導者協議会  

山本 行文氏（熊本機能病院顧問） 

シンポジスト： 

コメンテーター： 
熊本県理学療法士協会  

会長 北里 堅二氏 

座長： 
熊本県理学療法士協会  

理事 坂崎 浩一氏 

コメンテーター： 
熊本県理学療法士協会  

会長 北里堅二氏 

報告: 呼吸領域、糖尿病、小児領域、スポーツ領域の各委員会
から報告していただきます。 
 
 
 
 

座長： 
鏑木 誠氏 

（熊本保健科学大学） 

 第17回を数える本学会の開催まで、あと1カ月を切りました。皆様のご協力をいただきまして、
40題を超える興味深いさまざまな内容の演題が集まりました。ありがとうございました。気にな
る内容については、2月初旬頃にお手元に届く『抄録集』をご参照ください。 
 今回、学会担当の北地区では、開催に向けてできるだけ多くの会員の皆様に参加して頂け
るように、さまざまな試みを行っています。臨床に生かせる興味深い情報が得られるように３つ
の領域（運動器・神経系・生活環境支援）の先駆的な内容を発表していただく『指定演題 公開
セミナー』をはじめ、県内勉強会・研修会紹介、および、各企業からなる体験型の『展示ブー
ス』など、多くの皆様にご協力をいただきながら実施することになっております。 
 また、職能の様々な問題に対しての問題意識の共有と解決方法を探るべくシンポジウムも充
実しています。県内の関連の深い団体から我々へ期待することを提言していただく『一般公開
シンポジウム』をはじめ、事前に全会員を対象に行ったアンケートを基に我々が向かうべき未
来像を探る『協会会員シンポジウム』を開催する予定です。 
 各病院や施設で日頃行っている臨床の内容はわかりづらいものですが、これを機に 『久し
ぶりに会う同志の皆様と我々の専門性や患者様・利用者様に対する熱い思い、そして、未来
像について語りあう・・・』 そんな学会にしたいと思っております。一般の方も大歓迎ですので
皆様お誘いあわせの上、ご来場下さいますよう、心からお待ち致しております！ 

座長: 河野 将光氏（合志第一病院） 

学会ホームページ： 
http://www.kumamoto-pt.org/gakkai/rigaku17/index.html 

 

 生活環境支援系・運動器系・神
経系の3つの領域について県内で
ご活躍されている理学療法士の
方々に演題発表をしていただきま
す。専門的な臨床・研究の内容を
新人の方でもわかりやすく、そして、
中堅の方も興味深く聞いていただ
ける内容を発表していただく予定で
すので、ぜひ、ご期待ください！ 

 県内関連団体から数名のシンポ
ジストをお招きし、理学療法士に
期待することについて提言して頂
きます。これを受けて、社会の中で
公益性を強く求められている我々
理学療法士はどのような行動を起
こしたら良いのでしょうか？その手
がかりを探っていきます。 

学会サブポスター：一般公開シンポジウム 

 学会サブポスター：指定演題公開セミナー 

http://www.kumamoto-pt.org/gakkai/rigaku17/index.html
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『秋の古都』 

保険部長 

熊本第一病院 

河島 英夫 

 

新年あけましておめでとうございます。 

 今年度より、保険部長を努めさせて頂いています熊

本第一病院の河島英夫と申します。何卒よろしくお願

いいたします。 

 昨年の秋(11 月)、とある研究会に参加するために京

都へ行きました。ご存知のとおり、この時期の京都は

紅葉がとても美しく、多くの方が観光に訪れます。私

事ですが、約20年前に京都で働いていましたが、その

時は紅葉に全く興味もなく過ごしていました。歳をと

った今だから興味が湧いてきたのでしょうが、熊本か

ら気軽に京都へ、というわけにはいきません。なんと

もったいないことをしたと、本当に悔やんでいました

が、幸いにして一日ほど自由な時間ができましたの

で、紅葉の京都を少しご紹介したいと思います。 

 到着日は、曇り空に時々小雨の天気でしたが、八坂

神社から円山公園、知恩院へ行き、そのあと東福寺へ

と向かいました。東福寺は紅葉の名所として知られ、

洗玉澗(せんぎょくかん)という渓谷一面が、鮮やかな

色彩の三葉楓の木々で覆われています。臥雲橋からの

景色、またその先の通天橋からの景色は圧巻です。

元々は桜の木が植えてあったらしいのですが、すべて

伐採され、楓の木が植えられたとのことです。 

 最終日は、秋らしく澄みきった快晴であり、早朝よ

り本能寺に参拝。その足で詩仙堂(丈山寺)へと向かい

ます。美しい庭園を楽しんだ後、少し洛北の道を歩み

水琴窟のある円光寺と曼殊院門跡へ。曼殊院門跡で

は、美しい紅葉の庭園と美味しい抹茶を頂きながら、

ゆったりとした時間を過ごすことができました。そし

て最後に金福寺へ。金福寺には、芭蕉を敬慕する与謝

蕪村とその一門によって再興された、松尾芭蕉が滞在

したとされる芭蕉庵(茶室)があります。訪れた寺院の

紅葉はどこも素晴らしく、古都の秋景色の美を認識す

ることとあわせて、日頃の喧噪の生活から離れて、少

し余裕を持つ気持ちを得たように思います。 

 平成24年は、良い事もそうでない事も含め、多くの

貴重な経験をしました。後に振り返った時に、転機の

年となるかもしれません。平成25年がどのような年に

なるのかわかりませんが、今の役割を滞りなく遂行で

きるように努めていきたいと思います。皆様にとりま

しても、平成25年が良い年になりますよう、心よりお

祈り申し上げます。 

 

『上手な文章が書きたいなぁ～』 

庶務部長 

熊本総合医療リハビリテーション学院      

福島 芳子 

 

冬休みに入った子供が、宿題をしていた。作文の宿

題だ。下書きを済ませたところで、｢見てほしい｣と添

削を願い出た。私ではなく主人に・・・。主人は、確

かに文章を書くのが上手い。語彙力・表現力が豊か

で、読み手によく伝わる。その割にはシンプルで読み

やすい文章を書く。私は主人のように文章を書くのが

得意というわけではない。悩んで悩んで書くので、時

間がかかる。年賀はがきの一言コメントさえ、どう表

現して良いか悩むことがある。 
では、どの様な点に気を付ければ、読みやすい文章

になるのだろうか。作文の苦手な私にとって、注意点

は多い。その中で特に気を付けていることは、一文が

長すぎないようにすること、主語に対して述語が合っ

ていること、の二点である。 
 大学で、レポートの添削を受けていた頃は、｢一文

が長い｣とよく指導を受けていた。確かに、｢~である

が、また~｣と続けて書く癖があり、時には三行ほどに

わたる“長文”を書くこともあった。そのため、書き

出しの主語に対して、述語がかみ合わず難解な文章に

なってしまうことがあった。 
 このような経験から上記の二点に特に注意して文章

を書くようにしているが、他にはどのような注意点が

あるのだろう。例えば、主語と述語の間に沢山の修飾

語が入ると意味が分かりづらくなるので、主語と述語

は近くに置く。修飾語は被修飾語の近くに置く。長い

修飾語と短い修飾語がある場合は、長い修飾語を前に

持ってくる。｢~である｣を連発しない。｢~の｣を三回以

上続けない。少し、調べるとたくさん出てくる。以下

のような悪い例も載っていた。｢決して私は、そのよ

うな立派な人間ではありません｣｢野球は、おそらくも

っともスポーツの中で多くの能力を要求されるスポー

ツだと思う｣｢私はたしかに命の大切さということを軽

視しすぎていると思う｣。どこがおかしいか分かりま

すか。 
 井上ひさしさんは、｢人間は書くことを通じて考え

を進めていく生き物である｣と述べている。頭の中で

漠然と考えていることを、文や図式にすると確かに整

理できる。そこからまた次に進むことができる。私は

小説家のような文章は書けないし、今まで書いてきた

文章も未熟であることは承知である。ただ、未熟であ

っても、自分の考えを整理し読み手に理解しやすい文

章になるよう心掛けていきたいと思っている。 
 



 

 

 

 

 

 

 

『 働 き 者 と 怠 け 者 』  

 

 日 本 で 最 も 持 ち 家 率 が 高 く 、 一

番 大 き な 家 ( 1 世 帯 あ た り 住 宅 延

べ 平 均 面 積 ) に 住 ん で い る 県 、そ れ

は ど こ だ と 思 わ れ ま す か ？ 実 は 富

山 県 で す 。  

 富 山 が 金 持 ち の 県 で あ る 所 以 は 、

富 山 県 民 が 働 き 者 だ か ら と 言 わ れ

て い ま す 。 そ れ を 代 表 す る よ う な

富 山 に 3 0 0 年 も 前 か ら 伝 わ る ｢ 七

楽 の 教 え ｣ と い う 言 葉 が あ り ま す 。 

楽 す れ ば 、 楽 が 邪 魔 し て 、 楽 な

ら ず 、 楽 せ ぬ 楽 こ そ 、 真 の 楽 楽  

 ど の 職 場 に も ひ と り く ら い 怠 け

者 と い わ れ る 人 は い る も の で す 。

で も 、 楽 ば か り 考 え て い る 怠 け 者

が 楽 か と い う と そ う で も あ り ま せ

ん 。 毎 日 走 っ て い る 人 は 駅 ま で 走

ら な い と い け な い と 言 わ れ て も 何

の 苦 も 感 じ ま せ ん が 、 あ ま り 動 か

な い 人 は わ ず か な 距 離 を 走 る だ け

で か な り 苦 痛 な も の で す 。 こ れ に

似 て 、 楽 ば か り 考 え て い る 人 は 、

何 を す る の も 苦 痛 に 感 じ な が ら 生

き て い る の で 、 結 局 の と こ ろ 本 当

の 楽 を 得 ら れ な い の で す 。 こ の 言

葉 の 真 の 意 味 は こ こ に あ る の だ と

思 い ま す 。  

 一 生 懸 命 働 い て も 、 楽 を し て も

給 料 が 同 じ な ら 、 楽 を し た 方 が 得

の よ う に 思 わ れ が ち で す 。し か し 、

確 か に 給 料 は 一 緒 で す が 、 一 生 懸

命 働 い た 人 に は ち ゃ ん と そ れ に

見 合 う 報 酬 が 舞 い 込 ん で き ま す 。

そ れ は 、 自 身 の 成 長 で す 。 一 生 懸

命 働 く こ と に よ っ て 成 長 と い う 素

晴 ら し い 報 酬 が 舞 い 込 ん で き て 、

そ し て な お か つ 給 料 が 入 る な ら こ

ん な い い こ と は あ り ま せ ん 。 そ ん

な 風 に 考 え れ ば 、 一 生 懸 命 働 く こ

と が 苦 で な く な る も の で す 。 そ れ

に 、 仕 事 で 明 確 に 成 長 を 感 じ る こ

と が で き れ ば 、 そ の 仕 事 は と て も

楽 し く な り ま す 。  

 仕 事 と い う の は 、 ど ん な 仕 事 で

も 工 夫 次 第 で い ろ ん な こ と を 改 善

で き る の だ と 私 は 思 い ま す 。 製 造

で も 、 営 業 で も 、 事 務 で も 、 そ し

て 主 婦 で も 同 じ こ と だ と 思 い ま す 。

ど ん な 仕 事 で も 少 し ず つ の 改 善 の

積 み 重 ね に よ っ て 、 そ の 成 果 は 大

き く 変 わ っ て き ま す 。 そ し て 、 そ

う し た 積 み 重 ね が 成 長 に 繋 が る の

だ と 私 は 思 い ま す 。 ｢ 楽 を す る ｣ こ

と ば か り 考 え て い て は 、 自 身 を 成

長 さ せ る こ と は で き ま せ ん 。 長 い

キ ャ リ ア を 積 ん で い て も 、 そ の 仕

事 で 自 信 が も て な い な ん て 悲 し い

こ と だ と 思 い ま せ ん か 。 自 分 よ り

ず っ と キ ャ リ ア の 少 な い 同 僚 か ら

尊 敬 で き る も の が 何 も な い と す れ

ば そ れ は 悲 し い こ と で す 。 自 分 の

し て い る 仕 事 を つ ま ら な い と 愚 痴

を こ ぼ し て い る の で は な く 、 と こ

と ん や れ る こ と を や っ て み る こ と

で す 。 そ う す れ ば 、 必 ず 改 善 で き

る 点 が た く さ ん 見 え て く る と 私 は

考 え て い ま す 。  

 私 の 亡 く な っ た 父 は 、 私 に よ く

こ ん な こ と を 言 っ て く れ ま し た 。  

｢ お 前 が ど ん な に 頑 張 っ て も 、 昨

日 と 今 日 の 違 い は 紙 一 重 の 差 し

か 無 い か も し れ な い 。 で も 、 そ の

紙 一 重 を 積 み 重 ね る 人 だ け が 大

き な 成 果 を 築 け る の だ よ 。 ｣  

 父 が 生 き て い る と き は 、 こ の 言

葉 の 本 当 の 意 味 が 分 か っ て い な か

っ た よ う に 思 い ま す 。 今 で も 、 こ

の 言 葉 の 本 当 の 意 味 が 分 か っ て い

る の か 自 分 で も 分 か り ま せ ん 。 た

だ 、 今 の 自 分 が ど の 地 点 に い る の

か に か か わ ら ず 、 ひ た す ら 自 分 の

で き る こ と を 坦 々 と 行 っ て い く

こ と が 人 生 の 答 え の 一 つ だ と 私 は

強 く 信 じ て い ま す 。  

 

         (  神 奈 川  N o . 2 4 8 )  



 
 
 

 
 
 

学術事業部文献紹介 

「Skeletal muscle damage and impaired 

regeneration due to LPL-mediated lipotoxicity」 

 
         著者：K P Tamilarasan, H Temmel,  

    S K Das,W Al Zoughbi,Schauer,  
       P W Vesely,G Hoefler 

Cell Death and Disease；3(7): 354、2012 
 

近年、食習慣の欧米化に伴い日本人の脂質摂取量

は大幅に増加しています。脂質の過剰摂取は肥満を

もたらし、特に内臓脂肪型肥満は種々の生活習慣病

の原因として重要視されています。しかし、最近新

たに問題となってきているのが「異所性脂肪」です。

これは、脂肪が過剰となることで皮下脂肪や内臓脂

肪だけでは貯蔵しきれなくなり、肝臓や筋肉など本

来脂肪が蓄積されることのない組織に脂肪が蓄積

された状態です。異所性脂肪は脂肪肝や2型糖尿病、

筋疾患などの原因となります。このような異所性脂

肪組織による悪影響は「lipotoxicity（脂質毒性）」

と言われています。これには血中の中性脂肪（TAG）

を分解し細胞内に遊離脂肪酸（FFA）を取り込む役

割を担っているリポ蛋白リパーゼ（LPL）が関与し

ていると言われています。この論文では、筋組織に

蓄積した脂肪が骨格筋に対してどのような影響を

与えるかについて検討しています。 
著者はまず筋肉クレアチンキナーゼプロモータ

ーマウス（MCKm）モデルを使用してヒト LPL
（hLPL）過剰発現時の骨格筋について検討してい

ます。その結果、hLPL トランスジェニックマウス

は比較群より骨格筋重量が減少、筋肉内の FFA・

TAG レベルが増加しており、蛋白質分解も有意に

増加していました。さらに、筋肉損傷後の再生能も

有意に減少していました。4-6 ヶ月のトレッドミル

運動を行わせた実験では、比較群より持久力が 1/6
となっていました。 
次に C2C12 筋芽細胞モデルを使用して検討をし

ています。このモデルを使用した検討においても

MCKm モデルを使用した検討と同様に、hLPL 過 

剰発現マウスにおいてFFAとTAGが有意に増加し 
ていることが確認されました。また、筋原性転写因 
子である Myogenin と MyoD の発現が有意に減少

していました。 
以上の結果より、過剰な LPL 発現により筋肉内

に FFA や TAG などが蓄積することが認められ、筋

肉内に蓄積した脂質が筋蛋白質の分解促進、筋損傷

後の筋再生能力の低下、Myogenin と MyoD の発現

減少による筋形成能力の低下などを誘発すること

が明らかとなりました。そして、このような筋内脂

肪組織の lipotoxicity により骨格筋機能が低下し、

身体能力が低下することが示唆されました。 
高齢者では年齢と共に骨格筋が減少し脂肪組織

が蓄積する「サルコペニア肥満」が問題となってい

ます。一見すると痩せているわけではなく、BMI
も比較的良好なので見逃されることが多いと言わ

れています。脂肪組織の蓄積は今回の報告のように

身体機能を低下させるだけではなく、認知機能や免

疫能の低下などに関与し、また炎症反応を誘発する

ことで慢性炎症性疾患の原因ともなります。高齢者

に対しては、身体計測値や検査値で特別な異常が見

つからなくても、サルコペニア肥満ではないかと疑

って運動面と栄養面での介入を行っていくことが

大切だと考えます。             （文責：宇野 勲） 
 
 

『実践 MOOK・理学療法プラクティス 
脳卒中の障害・病態とその理学療法アプローチ』 

常任編集 嶋田智明 大峰三郎 
発行所 文光堂 

 
 実践 MOOK・理学療法プラクティスシリーズの

特徴としては、新人理学療法士が専門職としての土

台を作る上で必要な知識、技術を学ぶことが出来る

ものです。価格も 4500 円と手に入りやすいものと

なっています。そのシリーズの中で今回ご紹介する

テーマは、脳卒中の障害・病態とその理学療法士ア

プローチについてです。本書はパート１、パート２

の２部構成になっています。 



  

これが関係しているかも」といった新しい発見があ 
るかもしれません。ぜひご一読を。（文責：宇野 勲） 
 
 

『脳卒中リハビリテーションの要諦』 
著者 三好正堂 
発行所 悠飛社 

 
脳卒中は理学療法士にとって遭遇頻度の高い疾患

です。発症前後で日常生活が大きく変わることもあ

り、患者家族も発症前後の変化に対応できないこと

も多々あると思います。本書は、急性期リハビリテ

ーション脳卒中の最前線にいる患者さんの家族や、

一般臨床医の方々を念頭に置き解説してありました。

内容はとても分かりやすく、簡潔にまとめられてい

たためリハビリ関連職種の方々が読まれてもとても

参考になる内容でした。 
内容は、早期リハビリテーションはなぜ必要かと

いう内容から始まり、脳卒中という病気と障害、片

麻痺患者さんが回復するメカニズム、麻痺手のリハ

ビリテーション、日常生活動作の訓練、慢性期・片

麻痺患者さんを回復させる方法、排尿障害・失禁の

治療、失語症・発話障害のリハビリテーション、失

認・失行・高次脳機能障害のリハビリテーション、

介護保険の受け方など、急性期から慢性期のリハビ

リテーション、自宅退院に向けて全第 14 章で構成

されていました。 
 どの時期になにをするのか、そして何故それを行

わなければならないのかという根拠や、各項目での

症例紹介により実際に介入前後でどう変化したのか

という結果が載っていました。そのため、根拠を学

びながら結果をみて納得しながら読み進めることが

できました。この書籍はリハビリ関連職種の方のみ

ならず患者さんの家族が読んでもとても分かりやす

い内容ですので、若いスタッフなどは特に臨床現場

においての手助けになればと思います。 
                 （文責：杉本一洋） 
 
 
 
 
 

パート１の内容としては脳卒中患者に対しての意

識レベルのみかたからプログラム立案までの評価、

歩行分析のポイントまで様々です。さらに生化学検

査データを考慮した理学療法プログラムの立案方

法や神経画像のみかたもあります。臨床の現場です

ぐにでも役立てることが出来る内容となっていま

す。 
 パート２は具体的な治療方法（運動麻痺・バラン

ス機能・関節可動域の改善）、ADL 動作へのアプロ

ーチ方法などが記載されています。両パートとも図

や表を用いて分かりやすく解説されていますので、

新人理学療法士の皆様にとっては入り込みやすい

内容となっています。また、新人以外の理学療法士

の方でも基礎を再学習する上で役に立つ一冊にな

るのではないかと思います。    （文責:古閑有一郎） 
 
 

『機能解剖で斬る神経系疾患』 
編集者 中野 隆 

発行所 メディカルプレス 
 

 本書は一見難解と思われる神経系疾患を、機能解

剖の視点からわかりやすく解説してあります。一番

の特徴としては、図表が非常に良くまとまってお

り、理解しやすく解説されているところです。また、

一つの疾患ごとではなく、一つの部位や神経ごとに

解説されているため、「どうしてそのような症状が

出るのか」や「○○と××はどうして合併しやすい

のか」などが理解しやすくなっています。 
 内容としては、 
「随意運動伝導路の機能解剖」 
「体知覚伝導路の機能解剖」 
「小脳と非意識型深部覚伝導路の機能解剖」 
「平衡覚伝導路と機能解剖」 
「錐体外路系伝導路の機能解剖」 
「大脳辺縁系の機能解剖」 
「視床の機能解剖」「自律神経系の機能解剖」 
「末梢神経系の機能解剖」 
となっています。 
中枢神経系疾患の患者さんを担当する機会が多い

方はもちろんですが、整形疾患の患者様を担当する

機会が多い方が読んでも、「実はあの症状の原因は 



 

 

 

 

 

 

『第 3回学術研修会に参加して』 

 

熊本機能病院  久木元 芳輝 

 

去る平成 24年 11月 24・25 日の両日、九州中央リ

ハビリテーション学院にて開催された、第 3 回学術

研修会に参加する機会を得ました。今回は中部学院

大学の理学療法士である林典雄先生に、｢肩関節疾患

における機能解剖学的臨床評価と運動療法の展開｣

と題して肩関節を中心に、実技を交えての講義を行

って頂きました。 

肩関節の評価として、超音波を利用した方法の紹

介がありました。拘縮を起こしている筋の状態や、

動作時の筋の滑走の様子など肉眼では確認できない

ことを超音波では分かりやすく確認できることに驚

き、興味を持ちました。臨床では触察で、筋の硬度

や疼痛部位の確認は出来ますが、なかなか筋の動き

までは把握できません。セラピストは超音波を評価

として利用することで、患者さんの身体内で何が起

こっているのかを説明しやすく、かつ患者さんにと

っては病態がビジュアルを交えて理解しやすいので

はと思いました。患者さんは病態を、超音波を利用

し理解することでセラピストと取り組むリハビリテ

ーションに対するモチベーションが一層向上するの

ではないかと思いました。今後の臨床評価の一手段

として、職場でも利用できないかを考えていきたい

と思います。 

運動療法の実技ではランドマークの方法から始ま

り、筋肉の走向、各筋に対して、どう考えアプロー

チを行うべきかを詳細に説明して頂きました。肩関

節の骨・筋・神経を考慮し、それを 3D として考える

ことの大事さを痛感致しました。今までは 3D でのイ

メージがしづらく、また曖昧な部分があり、なかな

か個々の筋に対してはアプローチが行えていなかっ

た気がします。自分のアプローチ方法を見直そうと

思ったいい機会となりました。 

今回の研修会に参加することで、新しい知見と自

分自身における患者さんへのアプローチ方法や考え

方を見直すことができ、非常に良い経験となりまし

た。肩関節だけでなく、他の関節でも応用いくこと

ができればと思います。また、今回の研修内容を復

習したり、職場内で伝達講習を行うことで多くの先

輩方から貴重なご意見やアドバイスを頂き、更に知

識を深めることができました。このような貴重な機

会を今後も大事にしていき、多くの患者さんに還元

できるように頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『筋膜リリース DTMRを使用した 

骨盤の評価と治療に参加して』 

ひとよし内科  和田 博暁 

 

平成 25 年 1 月 13 日、I.S.E(構造的自然治癒力研

究所)主催の研修会にて、せんだメディカルクリニッ

クの園田大輔先生の講義を受講してきました。内容

は筋膜リリース Deeptissue-MyofascialRelease 

(以下、DTMR)を使用した骨盤の評価と治療について

です。筋膜系へのアプローチの講義はいくつか受講

してきたのですがDTMRを使用しての講義は初めての

体験でした。 

簡単な紹介からさせて頂くと治療の分類としては

①ディープティシュータイプ②クロスハンドタイプ

③ソフトタッチタイプの 3 種類となります。今回は

ディープティシュー系の治療を中心に習いました。

特徴としては｢同程度の圧を筋膜に対して持続的に

かけ続ける技術｣となっています。さらに、ボディー

メカニクスを重視し、体全体をホリスティックな視

点から捉えた上で、施術箇所を決めていく特徴があ

ります。筋膜リリースの長所は関節運動を伴わなく

ともリリースできる、運動時に痛みがある方にも使

用できる等があり、短所はリリースに時間がかかる

等があります。 

座学後は 2 人ペアでの実技を行いました。ボディ

ーリーディングにて静的姿勢評価を行い、次に歩行

等による動的姿勢評価を確認します。ペアの方の骨

盤は後傾でなお前方シフトしており左側屈と右側は

インフレア、左側はアウトフレアの方でした。又、

体幹前屈の際に骨盤の動きだしが早く、降下しやす

いのは左側でした。よって臀筋群、腹部筋群、ハム

ストリングスを中心としたリリース(ツールはフィ

スト)を実施し、リリース前とリリース後の変化を比

較した際に関節可動域の拡大、痛みの軽減がみられ、

立位姿勢と歩行状態も良くなったという結果でした。 

臨床にて脳血管疾患、整形疾患等の患者さんを治

療する際に、筋系を中心にアプローチするか骨系を

中心にするのか、またまた両方同時にするのか。評

価の段階で私自身も悩まされる機会が度々あります。

しかし、治療者がどういう評価を行い、どういう治

療を進めていくのかは考え方の引出を多く持ってい

たほうが多種多様なケースに対応できると私は思い

ます。 

今回は筋膜DTMRの凄さと評価の重要性を再確認さ

せられた講義となりました。治療手技は違えど、｢患

者さんの為に一生懸命に試行錯誤して治療に向か

う｣姿勢はセラピストみな同じだと思います。今後も

その思いを忘れず、セラピストとして仕事に励んで

いきたいと実感できた 1日でした。 



 
 
 

★通所リハビリテーション 

介護老人保健施設、病院や診療所で提供される、利用者の心身機能の維持回復、日常生活の自立を助けること

を目的とする、リハビリテーションをいいます。利用者は介護老人保健施設などを訪れてこれらのサービスを

受けます。	 

通所リハビリテーションを利用できるのは、居宅(ここでいう｢居宅｣には、自宅のほか軽費老人ホームや有料

老人ホームなどの居室も含みます)で生活を送る、｢要介護｣と認定された人です。ただし、主治医が、利用者

の病状が安定しており、サービスの利用が必要だと認めた場合に限ります。	 

★介護予防通所リハビリテーション  

介護予防を目的として、一定期間、介護老人保健施設、病院、診療所などで行われる理学療法、作業療法、そ

のほかの必要なリハビリテーションをいいます。	 

介護予防訪問リハビリテーションを利用できるのは、居宅(ここでいう｢居宅｣には、自宅のほか軽費老人ホー

ムや有料老人ホームなどの居室も含みます)で生活を送る、｢要支援｣と認定された人です。ただし、主治医が

治療を必要とする程度について厚生労働省令で定める基準に合致していると認めた場合に限ります。	 	 
  

県内で理学療法士が通所リハビリテーションに所属している施設を地区ごとに紹介します.  

◆：通所リハビリテーション	 ●：介護予防通所リハビリテーション 
 

＊熊本県介護サービス情報公表センターの HP(平成 24 年 2 月現在)および平成 23 年 10 月 1 日現在の会員名簿を元に作成しています。	 
記載漏れ等ありました場合は御連絡下さい。	 

★天草ブロック  
通所リハビリテーションはるかぜ◆●  

デイケアセンターゆーとぴあ◆●  

介護老人保健施設慈恵園◆●  

デイケアセンター蕩蕩館◆●  

通所リハビリテーションセンターげんき◆●  

天草厚生病院デイケアセンター◆●  

国民健康保険天草市立新和病院◆●  

天草社会保険介護老人保健施設◆●  

介護老人保健施設ケアセンター鶴丸◆●  

通所リハビリテーション夢織りの郷天草◆●  

介護老人保健施設πｹ∞ｰ≈ﾅ•･∂ｶfiﾞ∞ｰ√ﾃfiﾞ›ﾝ通所リハ◆●  

介護老人保健施設ブルーマリン天草◆●  

宮崎外科胃腸科医院◆●  

佐々木整形外科◆●  

ほんごう苑デイケアサービスセンター◆●  

ケアセンター海ん里◆●  

  

★熊本市ブロック  南地区    
介護老人保健施設ぼたん園  

通所リハビリテーション◆●  

介護老人保健施設田迎ケアセンター◆●  

彩雲苑通所リハビリテーション◆●  

老人保健施設ライフライト矢部◆●  

介護老人保健施設ナーシングケア緑風苑◆●  

近見医院通所リハビリテーション◆●  

有明海通所リハビリテーションセンター◆●  

南部中央病院√ﾃfiﾞ≤ｲπｹ±ｱæｾ›ﾝ¿ﾀ∞ｰなんぶえん◆●  

デイケア桜十字◆●  

にしくまもと病院  

指定通所ÿﾘ ﾊÀﾋfiﾞÿﾘ√ﾃ∞ｰºｼÆｮ›ﾝ事業所れんげ草◆●  

けあらんど川尻◆●  

デイケアセンターたいのしま◆●  

西村病院デイケアセンター◆●  

瀬戸病院通所リハビリテーション◆●  

谷田病院通所ÿﾘ ﾊÀﾋfiﾞÿﾘ√ﾃ∞ｰºｼÆｮ›ﾝæｾ›ﾝ¿ﾀ∞ｰ甲佐リハ◆●  
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～フルマラソンを走る～ 

 さていよいよ熊本城マラソンですね。大会に出られる方はこれまで辛いトレーニング、練習
を重ねてこられたと思います。ここでは、フルマラソンを存分に楽しむために注意しておきた
いことを述べます。良かったら参考にしてください。 
 
① 疲れを残さない 
  フルマラソン本番当日までに疲れを溜めない、残さないことは非常に重要です。本番前か

ら疲れていたのでは完走も遠のいてしまいます。本番 1 週間前から前日はトレーニングも軽
めに留めておいて、早めに就寝し朝型の体作りをお勧めします。前日は遠足前のように興奮
したり、緊張したりで寝付けない方もあるかと思いますが、寝ようとすることが大切です。
身体を横にしてゆっくり休むだけでも随分疲れ加減が変わってくると思いますので、無駄な
夜更かしは避けるようにしたいものです。 

 
② 絆創膏を用意しておく 

普段の練習ではさほどありませんが、距離が延びてくると皮がめくれたり、まめができ潰
れたりとアクシデントが起きやすくなります。しかしそのまま走り続けることは更なる被害
をもたらす可能性が高く、非常に危険です。 
もちろん大会側で救護班も待機していますが、近くにあるとは限りません。 
このため大会では応急処置用に 2～3 枚用意しておくとよいと思われます。 

 
③ トイレは忘れずに 

参加者の多い大会の場合、どれだけ気をつけて本番前にトイレに行っていてもスタート地
点への集合時間から、スタートまでの時間が長く、途中でまた行きたくなってしまうことが
あります。そんな時は我慢せずにトイレを見つけてでも行くようにしましょう。 
実際我慢しても身体に良くないですし、中には大会後に膀胱炎になる方もいらっしゃると 
か・・。気を付けてくださいね！。 

 
④ ペースをしっかりと守る 

完走が目的でタイムは特に気にしていないという方や初めてのフルマラソン、初心者ラン
ナーの場合は仲間とお話が出来るくらいの余裕のペースで走ることをお勧めします。 

最初は周りのペースに気を取られ、また気持ちも高揚していますからついついペースが速
くなりがちです。すると 30km 地点から足が動かず、最後は引きずるようにゴールというパ
ターンになってしまいます。お話が出来るくらいのペースで走ればオーバーペースになりに
くく、最終的にバテにくいペースにもなります。 
 中級・上級の方であれば、自己で設定したタイムを見ながら走れると良いかと思います。 

 
⑤きつい時は立ち止まる 
  きつくて一度立ち止まったら再度走り出すのは難しいから、せめて歩くでもして立ち止ま

らない方がよいという方もいらっしゃいますが、気力さえあれば再び走り出すことは可能で
す。それより無理して足がつってしまったら再び走り出すのは困難です。足がつりそうとい
う感覚はなんとなく分かると思うので、その時は一度立ち止まりストレッチなどして足の回
復を待ってから、ゆっくり走り出せば少しでも前に進んでいけると思います。 

 
フルマラソン本番に向けて体調を整えてきたつもりでも、本番当日に体調を崩してしまった

り、走っている途中に怪我してしまったり、足がつってしまうことは十分考え
られます。そのような時は無理せずにリタイヤを考えることも必要です。大会
は今回が最後ではないので、次回にむけてまた頑張るように頭を切り替えるこ
とも大事です。決して無理をして、今後一切走れないということがないように
したいものです。 

 
 さあー準備は整いましたか！？フルマラソンを完走して、その感動を是非 
十分に味わってください☆☆☆            （文責：荒木理恵）              



 

施設名	 〒	 住所	 TEL	 

有園義肢株式会社	 866-0815	 八代市長田町 3300	 0965-33-3983	 

アメックス熊本株式会社	 862-0913	 熊本市東区尾ノ上 1-3-9	 096-384-6565	 

（有）熊本託麻義肢	 861-8034	 熊本市東区八反田 2-1-49	 096-380-8673	 

（株）薗田義肢製作所	 860-0811	 熊本市中央区本荘 4-5-5	 096-364-9376	 

（株）タガワブレース	 869-0605	 宇城市小川町南部田 1555-1	 0964-43-0503	 

（株）徳田義肢製作所	 862-0971	 熊本市中央区大江 6-27-20	 096-364-0855	 

（株）ホワシ	 861-8045	 熊本市東区小山 5-19-55	 096-389-5411	 

（株）ミタカ	 861-3107	 上益城郡嘉島町上仲間 850-2	 096-237-2257	 

帝人在宅医療株式会社	 熊本営業所	 862-0913	 熊本市東区尾ノ上 2-23-1	 096-360-7333	 

（有）三栄商会	 サンエイ・メディカル	 861-0516	 山鹿市中央通 406	 0968-43-7755	 

賛  助  会  員  一  覧  

   ひときわ  厳しい寒の入りを迎え、身も凍る

日々が続いています。最近、同じ職場の若い職

員達がウインタースポーツに精を出している

様子が伺えます。誘われることもあるのです

が、運動からやや遠ざかっているのもあり足が

向かない状態が続いています。  

   寒さに負けないような体作りを今年は目標

にしていければと考えるこの頃です。   (M・T)  

  

社団法人熊本県理学療法士協会広報誌「かくどけい」	 

	 

号	 	 	 	 数	 	 	 	 第 107 号	 通算 144 号	 	 

発	 行	 日	 	 	 	 平成 25 年 1 月 28 日	 

発	 	 行	 	 人	 	 	 	 	 社団法人熊本県理学療法士協会	 
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 奥	 薗	 	 彩	 	 	 	 冨	 永	 	 誠	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 野田	 	 智愛	 	 	 	 北岡	 	 千春	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 渡邊	 	 知子	 	 	 	 松本	 	 美香	 
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日 曜 日 曜 日 曜

1 金 1 金 1 月

2 土 2 土 2 火

3 日 3 日 3 水

4 月 4 月 4 木

5 火 5 火 5 金

6 水 6 水 6 土

7 木 7 木 7 日

8 金 8 金 8 月

9 土 9 土 9 火

10 日 10 日 10 水

11 月 11 月 11 木

12 火 12 火 12 金

13 水 13 水 13 土

14 木 14 木 14 日

15 金 15 金 15 月

16 土 16 土 16 火

17 日 17 日 17 水

18 月 18 月 18 木

19 火 19 火 19 金

20 水 20 水 20 土

21 木 21 木 21 日

22 金 22 金 22 月

23 土 23 土 23 火

24 日 24 日 24 水

25 月 25 月 25 木

26 火 26 火 26 金

27 水 27 水 27 土

28 木 28 木 28 日

29 金 29 月

30 土 30 火

31 日

●第２回介護予防勉強会(熊本市ブロック北地区) 第３回学会評議員会(3/10) ●平成24年度事業監査

●八代ブロック勉強会� 第３回ブロック長・地区長会議(3/10)� ●県北ブロック会議  

●第５回県南ブロック勉強会� ●第６回天草ブロック勉強会 ●八代ブロック会議

●特別講義(天草ブロック)(2/2または2/16) ●天草ブロック会議

●天草ブロック新入会員歓迎会(天草リハ研合同)

●県南ブロック会議

2月 3月

予定 予定

賛助会員懇談会

熊本県医療・保健・福祉連携学会

第７回臨床実習教育研修会
第12回テーピング講習会

医専連理事会

第12回理事会

教育部卒後教育班会議

第13回理事会・第２回総会  ※

かくどけい編集会議

学術部会議

熊本城マラソン

かくどけい発送作業

医専連創立30周年記念講演会並びに記念式典

熊本県理学療法士学会
大分県理学療法士協会記念式典・祝賀会

九州ブロック会会長会議

4月

予定

第1回拡大理事会・第1回理事会

第2回理事会

事　業　予　定　表



kumamoto-pt
テキストボックス
異動届記載用資料
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